コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:Hōbun Nihon Gaishi.pdf/134

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは校正済みです

擧げて反し、法住寺殿（ほふぢうじでん）を焚く。矢、乘輿に及ぶ。遂に帝を
閑院（かんゐん）に、法皇を五條宮に
幽（うつ）し奉る。公卿、皆裸跣して遁る。義仲、乃將士に謂て曰く、「帝と爲り、院と爲るも、唯吾が欲する所。公となり、卿と爲る、唯汝が請ふ所のまゝのみ」と。乃、公卿以下四十九人の官爵を奪ひ、其妻の兄
藤原師家（ふぢはらもろいへ）を以て攝政となす。京師其暴に苦しみ、乃、平氏を思ふ。義仲旣に賴朝と𨻶あり。義仲書を屋島に貽りて平氏と合從せんとす其來り討たんことを恐れ、平氏と從を爲さんと欲し、書を屋島に
贈（おく）りて、其意を言ふ。宗盛之を許さんと欲す。知盛曰く、「義仲我をして其極に至らしむ。我乃之と和しなば、恐らく賴朝我を笑はん。公宜しく答へて、『天子
在（いま）せり、汝冑を
免（ぬ）ぎ、弓を
弛（ゆる）べ、自來りて降るを乞はば、吾れ則之を許さん』、と曰ふべし」と。宗盛之に從ふ。


壽永二年
平氏福原に城く明年、山陽旣に定まりしを以て、帝を奉じて福原を復し、因りて
城（きづ）く。山を負ひ海に臨む。兵を集めて之を守る。二月、敎盛、五百騎を以て、備中の
下道（しもつみち）に屯す。
會（たま〳〵）讃岐の
廳衆（ちやうしう）二千騎、叛きて源氏に應じ、船に乘りて下道を過ぎ、仰ぎて我營を射る。敎盛怒りて曰く、「此輩甞て我馬に
秣（まぐさ）かひ、我馬に
飮（みづか）はんと云ひし者。今敢て亡狀此の如し」と。舸を飛して之を追ふ。廳衆淡路に走り、源
義嗣（よしつぐ）、源
義久（よしひさ）に倚る。敎盛攻めて之を
鏖（みなごろし）にし、並に義嗣、義久を殺し、遂に
河野通信（かうのみちのぶ）を
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